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私 ど もの 大 学 で は第 二 外 国 語 の 中 国 語 の授 業 で,一 年 生,二 年 生 に対

し年 間5コ マ中 国 語 ワー一プ ロ ・ソ フ ト(文 華13000)を 教 えて お ります 。

また 』二年 生 に対 して の み 年 間5コ マ 中 国 語 自動 研 修 シ ス テ ム を使 用 した

所 謂 「音 声 付CAI」 の授 業 を 実 施 して お ります 。 ワー プ ロは1989年 か ら

3年 間,CAIは1990年 か ら2年 間 実 施 いた し ま した。 ワー プ ロは貴 学 で

も御 利 用 です の で こ こで はCAIの シ ス テ ム を 説 明 い た し ます 。CAIの

シ ス テ ム は 私 と井 内 善 臣(情 報 工 学)が1984年 か ら]986年 に か け て 開

発 ・完 成 した もの を実 用 化 い た しま した 。 この シ ス テ ム は ハ ー ドウ ェア

と して,NECのPC9801の パ ソ コ ンに音 声 入 出 力 装 置(ICB)を 取 りつ

け,そ れ をLLル ー ムの 各 ブー ス に は め こみ,ヘ ッ ドホ ー ン,デ ィス プ

レイ をLL(の ビデ オ画 面)と 共 用 した もの で す 。 最 大 の特 徴 は パ ソ コ

ンの フ ロ ッピィ に中 国 語 の音 声 を保 存 し,デ ィス プ レ イ に中 国語 簡 体 字

の表 示 を 可能 に した こ とです 。 装 置 は70台 あ ります の で 多数 の学 生 が一

度 に利 用 で き ます。 また 画 面 に は モ デ ル音(放 送 局 ア ナ ウ ンサ ー)の 波

形 が表 示 され,学 習者 の 声 も取 りこん で 波 形 表 示 し て くれ ます の で 音 を

目で見 る こ とが 可能 で す。 学 生 に は た いへ ん好 評 で す の で 今 後 は他 の外

国 語 の授 業 に も普 及 して い く もの と思 わ れ ます 。

次 に 中 国 語研 究 で す が,中 国 語 担 当教 員 は私 一 人 で す の で 私 自身 の 作

業 内容 を紹 介 させ て い た だ き ます 。 そ の 一つ は辞 書 の作 成,も う一 つ は

文 献 デ ー タベ ー ス の作 成 で す 。 辞 書 は 中 国 語,そ の 日本 語 訳,英 語 訳 の

テ キ ス トの原 文,訳 文 を そ の ま ま ベ タ うち 入 力 します 。 次 に 中 園 語 テ キ

ス トを 一文 ず つ 区 切 って ゆ きsそ れ に通 し番 号 を つ け ます 。 日本 語,英

語 テ キ ス トも中 国 語 の… 文 に対 応 させ て区 切 り,そ れ ぞ れ に対 応 す る通

し番 号 を付 し ます 。 後 は ロー タス1--2-一:3(表 計 算 ソ フ ト)に 読 み こ

ん で,文 の通 し番 号 を ソ ー トキ ーに して,中 ・日・英 三 ケ国語 の対 照 デ ー



z72

タベ ー スを作 成 します 。 私 は主 要 述 語(主 と して動 詞)を 対 照 した デ ー

タベ ー スを作 成 しま した の で,さ らに ワー クシ ー トの 左 に一 列 分 の セ ル

を 作 成 し1そ こに対 応 す る主 要 述 語 を 書 きだ し ます(ロ ーマ 字 表 記)。

そ の 結 果,日 中 英 三 ケ国 語 動 詞 対 照 ・文 脈 検 索 用 資 料 が 完 成 し ます。 こ

れ を 利 用 して,日 本 語 配 列,中 国 語 配 列,英 語 配 列 の 日中英 動 詞 辞 典 を

作 成 しま した 。

文 献 デ ー タベ ース の作 成 は前 述 の べ タ うち した 中 国語 の テ キ ス トフ ァ

イル を そ の ま ま使 用 し ます 。 この フ ァ イル は有 名 作 家 の長 編 小 説 を二 千

頁 程 度 保 存 して い ます。 この フ ァイ ル を エ デ ィタ ーのMifes(マ ィ フ ェ

ス)に 読 み込 ん で,語 彙 の検 索 等 に利 用 します 。 従 って 中 国 語 の 用 例 を

引用 す る場 合 に はわ ざわ ざ カ ー ドを 作 成 し な くて も,わ ず か数 秒 で 用 例

をす べ て文 書 と して 書 き 出 して くれ ます 。 中 国語 の教 育 ・研 究 にパ ソ コ

ソ は必 須 に な りま した。


